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   Panfuran S (Toyama-Kagaku Co. Ltd.) was administered to 40 patients with urinary 

tract infection. 

   Remarkable and prompt improvement was seen especially in acute cystitis. It was ef-

fective even in the infection caused by organism resistant to various antibiotics. 

   Side effects were observed in 7 cases as anorexia or nausea, but medication was safely 

continued.

泌尿器科領域において,各 種尿路感染症は日

常最も多 く遭遇する疾患の一つであり,重 要な

部門を占めている.然 し乍 ら,近 時一般感染症

と同様に,耐 性菌の出現が問題 となつて来た.

従つて,各 種耐性菌にも強力な抗菌作用を有す

る薬剤が要望されている.

従来細菌性赤痢殊に抗生物質耐性菌による赤

痢に対 して,優 れた治療成績が報告 されている

パンフランSは 他の多 くの細菌に対 しても,強

力な抗菌作用をもっている.最 近我々は富山化

学工業株式会社より,こ の薬剤の提供を受け,

諸種の尿路感染症に使用 したので,そ の成績を

報告する.

パ ンフランについてS

1960年,ニ トロフラン核とアミノトリアジソ核とが

不飽和エチレン鎖によつて連結した化合物であるパソ

フランが発見された.そ の後,こ の母核から種々の誘

導体の合成研究がなされ,基 礎研究並びに臨床応用の

結果,次 の物質が最 もす ぐれている事が確認され,パ

ンフランSと 命名された(第1図).

第1図
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3-Di(hydroxymethy1)arnino-6-(5-nitro-2-

furylethenryl)-1,2,4-triazine

この物質は広範な抗菌スペ ク トル と強力な抗菌作用

を有 し,し か もサル ファ剤 ・抗生剤耐性菌に対 して も

感性菌 と差異な く作用 し,こ れ ら薬剤 との間に交叉耐

性 もみ られない等の特徴 を有す る.そ の抗菌作用及び

薬理作用 については,既 に可成 りの報 告があ り,充 分

臨床使用 に堪え る薬 剤である事が知 られ てい る.

臨 床 経 験

1治 療対象及び投与方法

我 々は教室 において,最 近約半年間に経験 した諸種



第1表 尿路感染症に対す るパンフラソSの 治療成績

No患 者 氏 名 年令

1河 ○ 元 ○

2中 ○ 初 ○

3大 ○ 和 ○

4難 ○ 鶴 ○

51金 ○ 久O
i

6山 ○ カ ○ ○

7前 ○ 靖 ○
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l
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、。t溝 ○ 佳 ○
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主 訴

頻尿,排 尿痛,
尿混濁

排尿終末痛,頻
尿

排尿痛,頻 尿

排尿痛,頻 尿,
残尿感

頻尿,排 尿痛,
血尿

排尿終末痛,
下腹部不快感

頻尿,排 尿痛

排 尿痛,下 腹部
不快感,頻 尿

排 尿終末痛,終
末血 尿

腰痛,血 尿

排尿痛,尿 混濁

排尿痛

頻尿,発 熱,蛋
白尿

頻 尿,排 尿痛

経 過

3日 後 自覚症状 消失
4目 後 尿中膿球消失

4日 後 自覚症状 消失
7日 後尿所見正常

5日 後 自覚症状軽快

3日 後 自覚症状軽快
7日 後尿所 見正常化

2日 後 自覚症状改善
5日 後 自覚症状消失,尿 透明

自覚症状やや軽快,尿 中膿球(+)

≧日後 自覚症状消失,尿 透明

3日 後 自覚症状消失
5日 後尿所 見正常

7日 後血 尿消失
10日後残尿感あ り,尿 中膿球(+)

3日 後血尿消失,
7日 後尿所見正常,腰 痛は遊走腎

による

3日 後 自覚症状改善
7日 後 尿清澄 とな る

2日 後 自覚症状 改善
5日 後 尿中膿球(一)

4日 後 自覚症状,尿 所 見共改善
10日後全 く正 常化

3H後 自覚症状 消失
7日 後尿中膿球(一)

投与後
尿培養

陰 性

陰 性

検鏡にて
陰 性

陰 性

陰 性

施行せず

陰 性

検鏡にて
(一)

陽 性

陰 性

陰 性

検鏡 にて

(一)

陰 性

陰 性

効果
判定
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有効

有効

有効

有効

無効

有効

有効
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有効

有効
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慢性膀胱炎

〃

慢性腎孟腎炎

慢性腎孟腎炎
先天性水腎症

葡萄 球菌

大 腸 菌

変 形 菌大
腸 菌

陰 性

大 腸 菌

〃

大 腸 菌

大 腸 菌

葡萄 球 菌

大 腸 菌

葡 萄球 菌

緑 膿 菌

変 形 菌
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ク テ リ ア

葡 萄球 菌
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グラム陰性桿

菌(未 同定)

1

0.75

1

1

1

1

1

1

1

1

1.5

1

0.5

1

1

1

5

14

5

7

7

7

5

5

7

10

5

lO

14

7

14

20

排 尿痛,残 尿感

排 尿終末痛,残
尿感,頻 尿

頻尿,下 腹部不
快感

下腹部痛,頻 尿

排尿痛

排尿終末痛,頻
尿

排尿痛,頻 尿

2日 後 自覚症状改善,尿 透明化

7日 後 尚残尿感あ り更に7日 間 内

服 によ り治ゆ

10年来30分 に1回 の頻尿,尿 道狭

窄を伴い,ブ ヂ ーと併用

7日 後 自覚症状変化な し

7日 後尿透 明,自 覚症状 消失

3日 後 自覚症状改善
7日 後尿濡澄化

5日 後 自覚症状消失

終末血 尿,排 尿1
痛,頻 尿

3日 後 自覚症状消失,尿 清澄

排尿痛,頻 尿,尿
混濁

7日 後 自覚症状,尿 所見共全 く正

常化

轡 陣
陰 性

陽 性

施行せず

検 鏡
陰 性

陰 性

陰 性

検鏡で
(一)

有効

無効

無効

有効

有効

有効

有効

軽度食思
穣

陰 性

残尿感,頻 尿,
下腹部不快感

5日 後 自覚症状やや 軽快
1O日後尚残尿感,尿 中膿球(+) 陽 性

食思不振

有効1

無効

排尿痛,頻 尿,
尿混濁

3日 後 自覚症状消失
ミ

陰 蜘 有効

下腹部不快感,
尿混濁,頻 尿

4目 後 自覚症状改善
10目後尿中膿球(+)

排尿終末痛
7日 後 自覚症状改善
14日後残尿感,尿 中膿球減少

1陽 性
1 1
陽 性1蕎

やや
有効

右下腹痛,尿 混
濁

微熱,尿 混濁

尿混濁,血 尿

来院せず /
謂離 講 熱 尿醐(+)暢 性
7日 後血尿消失,20日 間服用に よ
りやや尿清澄化 陽 性

不明

やや
有効

無効
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慢性腎孟腎炎

慢性尿道炎

慢性前立腺炎
慢性尿道炎

慢性尿道炎

〃

〃

〃

〃

急性尿道炎

〃

溶 連 菌
葡萄 球 菌

葡 萄球 菌

葡 萄球菌
溶 連 菌

葡萄 球菌

葡萄 球菌

L一墜 菌融

葡萄 球菌

小球菌属菌
コ リネバ ク
テ リア

葡萄 球菌

淋 菌

〃

1

1

1

1

1.5

1

1

1

1

2

14

10

フ

フ

フ

フ

4

14

10

3

側腹痛,尿 混濁,
頻尿

早朝排膿,残 尿
感

会陰部不快感,
頻尿,尿 道療痒感

鼠径部痛,下 腹部
不快感

外尿道 口よ りの排膿

終末排尿痛,尿
道廣痒感

尿道廣痒感

頻尿,残 尿感

排膿,排 尿痛,
尿道灼 熱感

排膿,排 尿痛

7日 後 自覚症状軽快
14日後尿清澄

3日 後排膿消失
7日 後尿申膿球(一)

7日 後 自覚症状やや軽快

5日 後 自覚症状消失,尿 所 見正常

化

4日 後排膿消失
7日 後尿 中膿球痕跡

7日 後自覚症状消失

4日 後尿 中膿球減少,自 覚症状不

変

7日 後 自覚症状消失
14日後尿所 見正常化

5日 後尚早朝排膿,尿 道不快感
lO日後尿中膿球(+)

3日 後排膿(一),自 覚症状消失

陰 性

陰 性

陽 性

検 鏡
(一)

検鏡にて
(一)

検鏡にて
(一)

陽 性

陰 性

葡萄球菌陽 性

陰 性

有効

有効

やや
有効

有効

やや
有効

有効

無効

有効
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有効

有効
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楠 ・林 ・大川一泌尿器科領域 にお けるパ ソフランSの 使用経験

の尿路感染症の中,40例 を選んで本剤を投与 した.用

いた対象は女子の膀胱炎が23例 で,殊 にその中で も急

性膀胱炎が21例 と過半数を 占めてい る・その他の疾患

では慢性腎孟腎炎4例,男 子の急性膀胱炎4例,慢 性 尿

道炎7例 及び急性淋菌性尿道炎2例 が含 まれ ている.

急性膀胱炎に於ては,当 然 の事なが ら,全 例が排 尿

痛,頻 尿及び尿混濁等 の定型的な臨床症状を有 し,又

尿中に膿球を認めてい る.然 しその診断に当っては,

大部分の症例に更に用心深い膀胱鏡検査を併用 した.

尿中細菌培養成績では大腸菌15例,葡 萄球菌6例 が代

表的な ものであるが,そ の他変形菌3例,及 び コリネ

バクテ リア属菌1例 があ り,2種 の細 菌に よる ものが

2例 にみられた.又1回 の培養結果では陰性 の ものが

2例 に見られた.

その他の疾患に於て も,十 分な検査の後,慎 重に診

断を確定 した.

投与方法は原則 として1回 量250mgを6時 間毎,即

ち1日4回 計19を 経 口的に投与 した.尚1.59乃 至

29投 与を行つた もの もあるが,こ れは副作用を しら

べる意味 も兼ね てい る.投 与期 間は症例及び疾患に よ

り一定 していないが,3日 か ら20日 間に亘つ てい る.

2治 療 成 績

全症例40例 について,そ れぞれの年 令,性 別,臨 床

的診断,病 原菌,投 与量,投 与 日数,主 訴,経 過,治

療効果及び副作用は第1表 の通 りであ る.治 療効果を

一括 して表示すれば
,第2表 に示す通 りである.

第2表 パ ソフラソSの 臨床 効果

病 名

急性膀胱炎

慢性膀胱炎

慢性腎孟腎炎

慢性尿道炎

急性尿道炎

症例数

25

2

4

7

2

有効

20
(80%)

O

正

4

1

26
(65%)

や や
有 効

1

2

1

2

1

7

(17。5%)

無効

4
(16%)

0

1

1

0

6
(15%)

不明

0

0

1

0

0

1
(2.5%)

167

計 40

即ち全症例 では著効26例(65%),軽 快7例(17.5%),

無効6例(15%)で ある.急 性膀胱炎 に対 しては,最

も成績がよく,著 効80%で,無 効例は僅が4例(16%)

であつた,

尚副作用は7例 に認め られた。即ち,食 思 不 振4

例,胃 部不快感1例 及び悪心1例 と胃障碍 が主で あつ

たが,重 篤な副作用はなかつた.

総 括 並 び に考 按

.近時,一 般 感 染 症 の治 療 に 於 て,耐 性 菌 の 問

題が重要な議題となつている.尿 路感染症に於

ても例外ではない.即 ち尿中から分離培養せ ら

れた細菌について,各 種抗生物質に対する感受

性試験を行つてみるに,い わゆる新 しい抗生物

質であるテ トラサイクリン,ク ロラムフエニコ
ール或いはス トレプトマイシン等に耐性を示す

細菌の意外に多い事に驚く.従 つて広範囲,強

力な抗菌スペ クトルを有すると共に,各 種耐性

菌にも強力な抗菌作用を有する薬剤の出現が,

尿路感染症に於ても強 く要望されている.こ の

時に当り,従 来殊に耐性菌による細菌性赤痢に

優れた効果を示している新 しい抗菌物質パンフ

ランSが,他 の多 くの細菌に対 しても強い抗菌

作用のある事が知 られた.し かもこの薬剤は国

産品であり,国 産品愛用の面か らも,我 々はこ

の薬剤を尿路感染症に使用 した.

その結果,急 性膀胱炎に於ては著効率80%と

云う極めてす ぐれた成績を得たし,他 の尿路感

染症である慢性腎孟腎炎,慢 性尿道炎或いは急

性尿道炎に於ても,可 成 り満足すべき成績を得

た.

従来フラン誘導体は胃障碍が多いため,投 与

量の制限を受け,十 分な治効量を投与できない

難点があったが,パ シフランSに 於ては我々の

経験では,少 数症例に軽い胃障碍を認めたが,

投薬を中止する程の重篤な副作用はみられなか

つた.又 副作用と投与量との間に直接の因果関

係はみられなかつた.

投与量は原則 として1日19を4回 に分割 し

て与 えたが,我 々の経験からこの量で充分効果

を期待し得ると考えている.

結 語

1.各 種尿路感染症40例 に,パ ソフランSを

投与 し,ほぼ満足すべき結果を得た.特に急性膀

胱炎に於ては,著効率80%と 優秀な成績を得た.

2.投 与量は成人に於ては1日1.9を 原則 と

した.こ の量では重篤な副作用はな く,少 数例

に軽度の胃障碍がみられた.

3.以 上の結果から,パ ンフラソSは 尿路感

染症のうち,殊 に急性膀胱炎に対 して,極 めて

優秀な抗菌物質であると考える.
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